
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第４教区第１１４番金松寺 

住所：福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東４６ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡、他の建物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の被害があり、寺院所在地の放射線量は高い。行政の除染は

終わったが、安心するまで下がっていない。 

・自宅に居住している。家族が避難を強いられていた。 

・後継者の問題が心配である。 

檀信徒の現状 

・放射能汚染の影響により避難を強いられている檀家があり、転居先が不

明な方もいる。 

・相双地区、相馬市、原町等の方に震災直後の３月１１日夜から、寺、本

堂を開放し、１５日まで炊き出しを行った。 

地域の現状 
・一部野菜、キノコ、果物等が食べられない。お寺にも今までのようには

お米等があまり上がらない。 

復興の状況 ・復旧が完了した。 

（H26.1.17現在） 

 

 


